
感
動
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
終
わ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
再
び
舞
台
に
上
が
る
と
、
誰
と
は
な

し
に
手
拍
子
が
始
ま
っ
た
。
や
が
て
手
拍

子
は
会
場
中
に
響
き
渡
り
、
舞
台
上
の
子

ど
も
た
ち
を
包
み
込
ん
だ
―
。

　
御
前
崎
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て

企
画
さ
れ
た「
ス
ク
ラ
ム
こ
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
は
、
出
演
者
、
舞
台
ス
タ
ッ
フ

と
も
に
市
民
中
心
に
構
成
し
た
御
前
崎
市

初
の
試
み
だ
。
総
監
督
は
第
一
小
学
校
の

小
林
健
教
諭
、
助
監
督
に
相
良
小
学
校
の

大
石
敦
史
教
諭
を
迎
え
、
出
演
者
に
は

市
内
小
中
学
校
か
ら
児
童
生
徒
20
人
が
参

加
。
舞
台
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

教
員
や
保
護
者
な
ど
約
40
人
が
協
力
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
演
目
は
宮
西
達
也
作

「
お
れ
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
だ
」。
作
品

の
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
小
林
総
監
督
は

「
親
子
の
愛
情
や
相
手
を
思
い
や
る
心
が

盛
り
込
ま
れ
た
、
誰
も
が
感
動
で
き
る
物

語
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
出
演
者
が
感
情
を

う
ま
く
表
現
し
な
い
と
、
観
客
に
伝
わ
り

に
く
い
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
」と
語
っ
た
。

思
い
を
紡
ぎ
、
一
つ
の
物
語
へ

　
７
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
練
習
。
台
本

の
読
み
合
わ
せ
や
ダ
ン
ス
、
演
技
な
ど
、

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
悪
戦
苦

闘
す
る
子
ど
も
た
ち
。
周
り
で
見
て
い
る

大
人
た
ち
か
ら「
頑
張
っ
て
」「
も
っ
と
大

き
な
声
で
」と
、激
励
が
飛
ぶ
場
面
も
度
々

あ
っ
た
。

　
毎
週
練
習
を
繰
り
返
す
ご
と
に
、
徐
々

御前崎市制施行10周年記念
スクラムこどもミュージカル公演
開催日:11月16日 会場:御前崎市民会館
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1みんなで入念に台本を読み込むことか
ら練習は始まった　2ダンスや歌など、
何度も繰り返すことで一体感が増して
いった　3本番前、緊張の面持ちの出演
者に化粧を施すスタッフ。舞台にはこう
いった裏方の支えが欠かせない　4恐竜
を全身で表現する寺田詩織さん。本番前
の緊張がうそのように、子どもたちは舞
台で躍動した

3

1

2

学校・地域・行政が連携することで実現した夢のコラボレーション企画
舞台を通じて成長する子どもたちと、陰で支えた大人たちの感動のステージを追った

Pickup!

未来に響け
子どもたちの心のステージ

OMAEZAKI 2


